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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、糖尿病をもつ人の口腔保健行動を看護支援するために、先行研究で
開発した口腔保健行動の看護アセスメント項目（口腔内の状態、口腔衛生行動・歯科受診受療行動、認識・知
識、医科歯科での情報管理の4因子から成る）を用いて、看護師が簡便に使用できる看護支援プログラムを開発
することである。ベースライン、3か月後、6か月後、12か月後に、看護アセスメント項目についての教育介入を
継続した結果、ベースラインと比べ、12か月後には口腔保健行動得点、行動変容ステージ得点、歯科受診率が有
意に向上した。
 よって、本プログラムの遂行により糖尿病をもつ人の口腔保健行動や認識が改善される可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to evaluate the diabetes oral nursing 
intervention program including simple and easy assessment and education by the modified diabetes 
oral health assessment tool (M-DiOHAT(c)) among participants at baseline, 3, 6, and 12 months later.
 M-DiOHAT(c) has four factors ; oral conditions, oral hygiene behaviors and dental visits, 
perceptions and knowledge about diabetes and periodontal disease, and health information-sharing. As
 a result, M-DiOHAT (c) scores, motivational stage scores on oral health behavior, and the number of
 dental visits were significantly increased at 12 months compared to baseline.
 This suggests that the program improves oral health behaviors and perceptions of individuals with 
diabetes.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　口腔には、食べる、味などを感じる、話す、顔の外観を保つ等の機能がある。糖尿病があると歯周病になりや
すく悪化しやすい。歯周病等により歯を失うと口腔機能が低下し、糖尿病での食事療法の遂行や生活の質にも負
の影響を及ぼす。そのため、今回、口腔保健行動のアセスメント項目を用いた簡便なプログラムを実施すること
によって、口腔保健行動の改善に効果があることを示したことは、看護師による支援の意義や看護力を明示する
ことに繋がった。
　本研究をきっかけとして、今後さらに、看護師が口腔保健行動の支援に関心を持ち、取り組みが増えること
で、対象者の口腔機能の保持、生活の質の向上や糖尿病の治療にも貢献できる可能性がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
口腔は全身への食べ物の入り口として、食べ物を咬む（咀嚼）・飲み込む（嚥下）という機

能のほかに、話す（発語・構音）、口元の見た目や顔の輪郭（審美性）の保持、口腔内の感覚
（痛覚、触覚・圧覚、温度覚、味覚）などの役割を担う。そのため、糖尿病をもつ人において、
口腔は、糖尿病での食事療法の遂行に必須であるばかりでなく、生活の質（Quality of Life: 
QOL）を保つためにも重要な役割を果たす。 

糖尿病をもつ人は、歯周病になりやすく悪化しやすいこと[1] [2]、また、重度の歯周病が
あることにより、糖尿病での血糖コントロールに悪影響を及ぼすことが報告されている[3]。歯
周病は、抜歯の主な原因となる疾患[4]、すなわち歯を失う原因となる疾患である。 

糖尿病をもつ人への看護では、自己管理行動の実践に向けた教育支援が中心となるため、私
たちは糖尿病をもつ人の口腔保健行動の看護支援に向けて、実態調査[5]をもとに、医学・歯
学・看護学の研究者が協働で、「看護師が簡便に糖尿病をもつ人の口腔保健行動をアセスメント
できる項目（Diabetes Oral Health Assessment Tool:DiOHAT(c))」を作成した[6]。アセスメ
ント項目は、口腔内の状態、口腔衛生行動・歯科受診受療行動、認識・知識、医科歯科での情
報管理の4因子からなる。このアセスメント項目を用いて、糖尿病をもつ人の口腔内をアセスメ
ントするとともに、口腔内診査結果と照合したところ、関連が認められた[7]。また、糖尿病看
護の専門家にアセスメント項目の試行を依頼したところ、口腔保健行動の支援についての知識
や技術を高める必要性に加えて、口腔保健行動の支援のための十分な時間がないとの回答が得
られた[8]。 

これまでのこのような経過から、糖尿病をもつ人の口腔保健行動を看護師が支援するために
は、看護師が短時間で簡便に使用できるプログラムを作成することが必要であると考えた。 
 
２．研究の目的 

本研究の目的はこれまでに開発した「看護師が糖尿病をもつ人の口腔保健行動を簡便にアセ
スメントできる項目（DiOHAT(c)）」を用いて、糖尿病をもつ人の口腔機能の維持に向けて、口
腔保健行動を看護師が支援するためのプログラムを開発し、その効果を検証することである。
これにより、具体的な看護支援の内容が明らかになり、臨床アウトカムとして看護師の適切な
支援のもと、糖尿病をもつ人が望ましい口腔保健行動を実施でき、口腔に起因して生じる困難
の軽減が期待できると考えた。 
 
３．研究の方法 

（1）事前調査： 
①糖尿病をもつ人の口腔保健行動についてのアセスメント項目を用いた質問紙を作成した。

当初は21項目からなっていたが、17項目に改良し、「看護師が糖尿病をもつ人の口腔保健行動を
アセスメントできる項目の改良版（Modified-Diabetes Oral Health Assessment Tool:M-
DiOHAT(c)）」[9]とし、1点から4点の4検法で回答を得ることができる質問紙とした。得点が高
いほど、口腔保健行動が良好に行われていることを表した。 

②糖尿病をもつ人の口腔保健行動と自己効力感・結果予期との関係を検討するために、前述
①の質問紙と口腔保健行動への自己効力感[10]・結果予期[11]の質問項目を用いて、糖尿病で
加療中の28名の方を対象に調査を行った。その結果、口腔衛生行動・歯科受診受療行動は歯磨
きや歯科受診などを行うことは効果があると考えている人が実施している傾向にあった。その
ため、口腔保健行動の効用を説明することの必要性が再確認された[9]。 

（2）本調査： 
①糖尿病の加療のために外来通院している20歳以上で、本研究への参加に同意が得られた人

を対象とした。なお、本研究への参加により身体状態の悪化が予測される人、認知症や精神疾
患等により自己の意思決定や意思表示が難しい人、歯磨きなどの口腔衛生行動を自分で実施す
ることが難しい人は除外した。 

②調査項目に関して、現在歯数は研究者が観察した。質問紙調査では、義歯の有無、最近の
歯科受診、合併症、治療法、ヘモグロビン・エー・ワン・シー（HbA1c）値、M-DiOHAT(c)、口
腔保健行動の行動変容ステージなどについて尋ねた。口腔保健行動の行動変容ステージは、プ
ロチャスカの行動変容ステージモデル[12]を参考に作成した。0点から4点の5検法で回答を得た。
得点が高いほど、行動変容の意思が高いことを示した。また、6か月後、12か月後には、研究参
加への感想を尋ねた。 

③教育介入では、M-DiOHAT(c)の17項目の説明内容を記載した自作のリーフレットに沿って
簡潔に説明を行った。歯ブラシの用い方や、歯周病の状態の説明には、顎模型や歯周病模型な
ども適宜用いた。 

④教育介入の実施頻度は、ベースライン、3か月後、6か月後、12か月後の4回とし、これを
一連のプログラムとした。 
 
４．研究成果 

結果：ベースラインから12か月後まで継続して M-DiOHAT(c)の全ての質問項目に回答が得ら



れた56名において、ベースラインと12か月後を比較したところ，M-DiOHAT(c)の合計得点（図１）
および口腔保健行動の行動変容ステージの得点は、ベースラインと比べて12か月後には、有意
に上昇した（p ＜ 0.001）。また、ベースラインにおいて、過去1年間に歯科受診をしていなか
った17名のうち、8名が歯科受診を行った。加えて、本研究への参加により「動機づけになった」
などの意見が得られた。 

これらの結果から，本プログラムを用いることで、糖尿病患者の口腔保健行動や認識を改善
できる可能性が示唆された。 

本研究で得られた結果の一部は、糖尿病や糖尿病看護を専門とする医療者の集う学術集会等
（コロナ禍のため Web 開催）で公表した。糖尿病をもつ人の口腔保健行動をチームとして支援
することや看護師の果たす役割の重要性について情報を発信した意義は大きいと考える。また、
参加者からチャットやメールで、「口腔保健行動の支援の必要性を再認識した」「歯科受診を促
すことが難しい」「看護師が口腔ケアを行うことの保険制度上の評価の問題」等の意見を得た。
実臨床での本プログラムの使用を具体的に考える機会となったとともに、口腔保健行動の看護
支援における課題の共有にもなった。 

調査を重ねる中で、歯周病予防や初期の歯周病の状態の方だけではなく、進行した歯周病の
方を対象とした教材も必要であると考えられた。そのため、今後は、さらにプログラムの内容
をブラッシュ・アップし、歯周病が悪化し、抜歯になった場合や、抜歯後に入れ歯が必要とな
った際の教育項目も加え、より多くの糖尿病をもつ人に役立てていただけるプログラムとなる
ように、改良を重ねる必要があると考える。 

 

 
図1 M-DiOHAT(c)の合計得点の変化 
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